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綾名先生が立派に発表

１１月６日（金）、石川県の輪島市立鳳至小学

校にて、全国小学校道徳教育研究会主催の第２

８回中部地区小学校道徳教育研究大会が開かれ

ました。この中部大会は、石川県、福井県、岐

阜県、静岡県、愛知県の代表者が道徳教育の取

り組みについて発表します。愛知県からは、岡

崎市立豊富小学校と弥富市立桜小学校が選ばれ

ました。

本校は、道徳の研究を始めて３年目になり、

今年度は、伊藤綾名先生が、学校代表として１０月１日に海部地区の研究発表会でも発表

しました。そのときの発表に若干の修正を加え、北陸輪島の地で落ち着いて、立派な発表

ができました。

発表内容は、本校が取り組んでいる、道徳の授業、桜っこしぐさ、ペア学年活動、児童

集会、地域を愛する心を育てる地域清掃、地域に働きかける挨拶運動、道徳通信「心のと

びら」などについてでした。

電車とバスを乗り継いでの５時間以上もかかった長旅の研修、本当にお疲れさまでした。

食事に感謝の気持ちを込めて

桜小の児童は、給食をほとんど残しません。全校で残滓ゼロの日も、何日かあります。
ざんさい

好き嫌いをせずに、食べ物を大切にしている証です。
あかし

食べ物を大切にして、感謝の気持ちを込めていることの表れに「食事のあいさつ」が

あります。私たちが食事のときに使っているあいさつ「いただきます」と「ごちそうさ

ま」は、感謝の言葉です。「いただきます」は、「私の命のために動植物の命をいただき
かんしや

ます」の意味です。私たちは、生きるために食事をします。数々の動物や植物を食べて

います。実は、食事をするということは、動物や植物の命をもらっていることと同じで

す。命をいただいた動物や植物へ感謝の気持ちを表した言葉が「いただきます」です。
かんしや

「ごちそうさま」は、「馳走（ちそう）」に「ご」と「さま」というていねいな言葉をつ

けたものです。この「ちそう」は、走るという意味です。昔はお客様を迎えるのに走り

回って獲物をとってきました。獲物をとるのは、命がけでした。その命がけの行動に「あ
え もの

りがとう」と心からの感謝の気持ちを表したものが「ごちそうさま」です。
かんしや

動物や植物への感謝と、大変な思いをして食べ物を用意して
かんしや

くれたことへの感謝の気持ちを表した「食事のあいさつ」は素晴
かんしや す ば ら

らしい言葉ですね。これからも「いただきます」「ごちそうさ

ま」と元気な声であいさつしましょう。 それと一緒に、今後

も食べ物を大切にすることを忘れない桜小のみなさんでいてほ

しいと思います。


